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北海道支部

日時:昭和60年 5 月 24 日(金)

会場:札幌郵政会館

(1 )昭和59年度事業報告

1. 研究会

A. 北洋漁業の地域経済におよぼす効果に関る研究

講師北海道大学大学院 阿部秀明氏

北海道開発コンサルタント紛伊藤昭男氏

北海道漁業協同組合連合会 佐藤博樹氏

B. 人口減少と住民意識調査一北海道美唄市を例とし

て

講師専修大学専修道短大 程野真氏

2. 講演会

演題 60年度北海道経済の見通し

講師北海道拓殖銀行 実延道郎氏

3. 春季研究発表会を行なった，

(2) 昭和59年度決算報告

1. 貸借対照表

昭和60年 2 月 28日現在

貸方|借方

科目!金額|科目|金額
現 金 2， 178 I 前期繰越金 I 607, 597 
預貯金 I 690, 316 I 当期運営残高 84， 897

合計 1 692 ， 494 1 合計 1 692 , 494 

1985 年 8 月号
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(3) 昭和80年度事業計圏

1. 研究会 今年度 1-2 回実施する.

内容については別途検討する.

2. 講演会今年度 1 回実施する.

j寅題・講演者については別途検討し決定する.

3. 普及活動適宜実施する.

(49) 519 
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(4) 昭和80年度予算

自昭和60年 3 月 1 日

至昭和61年 2 月 28 日

収入|支出

科目|金額|科目|金額
前期繰越金 I 692 , 494 

本部交付金 I 204, 000 

参加費 15， 000

合計 911 ， 494 1

(5) 支部役員

会議費 60, 000 

講演会費 70, 000 

研究会費 50, 000 

通信費 40 , 000 

交通費 50, 000 

事務費 30, 000 

予備費 50, 000 

次期繰越金 561 , 494 

メ日斗 言十 911 , 494 

昭和60年度日本OR学会北海道支部新役員

支部長 三須敏弘(北海道電力情報システム部)

運営委員加地郁夫(北海道大学工学部)

河口 至商(北海道大学工学部)

山村悦夫(北海道大学環境科学)

関口 恭毅(北海道大学経済学部)

大内 東(北海道大学工学部)

沼田 久(小樽商科大学)

樋 J:l 透(小櫓商科大学)

若林 信夫(小樽商科大学)

浅利英吉(東海大学札幌)

伊藤正義(北海道工業大学)

石塚文嘉(北海道工業大学)

長津行高(共和コンクリート)

北川 正彦(札幌市交通局)

元谷靖宏(日本ユニパック)

斎藤祥生(北海道電力)

庶務幹事天野豊治(北海道工業大学)

会計幹事新谷英史(北海道電力)

吉野孝行(北海道電力)

監査 川向 史短(北海道ピジネスオートメーシ

ョン)

520 (50) 

東北支部

日時:昭和60年 5 月 24 日

会場:東北電力紛情報システム室会議室

(1) 昭和59年度事業報告

a. 会議

(a) 総会

59年 5 月 22 日(火) 15時より東北電力側情報システム室

会議室において開催し，下記議案について審議し，承認

された.

① 昭和58年度事業報告ならびに決算報告

② 昭和59年度事業計画案ならびに予算案

③ 役員改選(本部評議員)

(b) 運営委員会

59年 5 月 22 日(火 )14時30分より開催し，総会提出議案

について審議した.

(c) 幹事会

・ 59年 4 月 20 日(金) : 59年度総会提出議案の検討

・ 60年 1 月 31 日(木) : 61年度春季研究発表会の準備体

制の検討

・ 60年 2 月 28 日(木) :向上

b. 講演会

59年 5 月 22 日(火)総会終了後同会場において開催.

講師東北大学経済学部高橋幸雄氏

演題大きなOR と小さな ORーパソコン用パッケー

ジの試作

C. 研究会

延回数|期日時間l 場所|講 師|テーマ

お
の

に
化

価
量

評
数

療
る
望

医
け
展

d. 懇親会

59年 5 月 22 日(火)総会終了後開催(参加20名)

e. 会員の状況

オベレーションズ・リサーチ
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会員78名

賛助会員 5 社(東北電力，東北電気通信局，通研電気

工業，東北コンピュータ・サーピス，東北文理学園)

(2) 昭和関年度決算報告

1. 貸借対照表 昭和60年 2 月 28日現在

4-i-内J五戸
2. 収支計算書昭和59年 3 月 1 日~昭和同年 2 月 28 日

_f~_!3_1て干J竺剤一一戸手
(収入の部)

本部交付金

利息 1271 958 

285, 0001 285, 000 

ω 合計両8;， 1271 云5，詞一一一

(支出の部)

会議費

講演会費

研究会費

印刷費

通信費

交通費

事務費

予備費

85, 0001 66 ， 9901 総会，運営委員会，I UU ， 77V I 幹事会他

30, 0001 5 ， 0001 講演会

90, 0001 169, 3001 0 R研究会( 4 回)

5, 0001 3 ， 050 1 畿話料，総会議
25 , 0001 18， 6001 はがき，切手代

50, 0001 30 ， 0001 支部長会議交通費

5, 0001 5001 封筒，事務用品

3, 0001 0 

亙よそ:喧可示三副二
竺判戸時J~九一 L:.竺821 (12ア (2)
(4)望号一戸平一千」玉8731_7:_87j 一一一
(5欣期繰越金 1 01 汐11 附4)

(3) 昭和80年度事業計画

a. 会議

会への入会勧誘を行なう.

会員の親睦を図るための行事を 1 回

程度行なう.

g. 昭和61年度春季研究発表会準備

f. 親睦行事

(4) 昭和60年度予算 自昭和60年 3 月 1 日

至昭和61年 2 月 28 日

ーす ~__J~ 竺」前年度予算|増 減
(収入)

前期繰越金

本部交付金

利息

合計!札500

ム 7 ， 482

ム 24， 000

ム 18

293, 000 1 ム 31 ， 500

(支出)

会議費

講演会費

研究会費

印刷費

通信費

交通費

事務費

予備費

75, 000 

30,000 

75, 000 

5, 000 

20, 000 

50, 000 

3, 500 

3, 000 

85, 000 

30,000 

90, 000 

5, 000 

25, 000 

50, 000 

5, 000 

3, 000 

293,000 I ム 31 ， 500.b 
口 計 261 , 500 

(5) 支部役員

支部長遠藤市弥(東北電力)

訓支部長 御園生善尚(東北大学)高田謙介 (NTT東

北総支社)

運営委員 五十嵐豊(東北電気保安協会)江川忠信(東

北コンピュータ・サービス)荻野正浩(デジタ

ルコンヒaュータ)木村正行(東北大学)熊谷和

夫(東北電力)後藤義雄(河北新報社)近藤徹

(東北地方建設局)芝崎忠夫(日本 1 BM) 鈴木

義也(東北大学)高島元 (NTT東北総支社)

竹内清(東北大学)田中謙輔(新潟大学)手島

恒男(東北大学)山本保(東北電力)若生堂多

(通研電気)渡利千波(山形大学)

(a) 総会 1 回開催 監 事岩田恒一(東北大学)千葉雅保(東北文理学

(紛運営委員会随時開催 閣)

(c) 幹事会 随時開催 幹 事小林康幸(東北電力)神正照(東北工業大

b. 講演会 2 回程度開催(企業団体等との共催を含む) 学)菅原政一(東北地方建設局)鈴木康彦(福

c. 研究会 4 回程度開催(研究成果発表，素材 島大学)関田康慶(東北大学)瀬戸口良三(東

提供および自由討議等による研究) 北大学)高橋幸雄(東北大学)田中勉(東北電

d. OR普及活動大学，企業，団体など各職場の実情に 力)飯田浩(日本 1 BM) 藤野和建(長岡技術

e. 会員増強

あった普及活動を積極的に行なう.

上記活動，その他を通じて， OR学

1985 年 8 月号

科学大学)本多宏充 (NTT東北総支社)武藤

滋夫(東北大学)

(51) 521 
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日時:昭和60年 3 月 9 日(土)

会場:中部品質管理協会 会議室

中部支部
(1 )昭和明年度事業報告

期日・時間 場 所 講 師 ア ーマ

総 会

59年 3 月 10 日(土) I 第 2 豊田ピル函館
13:30-14:00 I 8 階第 l 会議室

幹事会 60年 2 月 23 日(土)
16:00-17:00 

1/ 

(1)昭和58年度事業・決算報告

(2)昭和59年度事業計画ならびに予算

(の昭和59年度役員選出の件，その他

|昭和60年度総会議案の件
川1漸旧幹事の引き継ぎ

H2)昭和59年度の事業計画について

(1)昭和60年度総会議案の件

(2)昭和60年-61度役員の件

(3)研究発表会の準備について

運営委員会 60年 3 月 9 日(土) I 中部品質管理協会|
13:00-13:40 会議室 | 

59年 4 月 10 日(火) I 1/ 

17:00-18:00 

卯野一郎|ある種のコンプレッグス・システムの信
(名工大頼度の評価

梅田幸彦|
(名工大) � I パヶ -'/'9 ンのあるM/G/I 待ち行列

田村隆善|ロット生産における短期の生産計画
(名工大

用利の図理管るけお産生合
案

混
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種
る

品
す

多
関

健
大工

科
名

仁

尾崎雄一郎 1 Chebyshev 基準による回帰直線の幾何
(名城大学的導出方法

研究発表会 I 59年 3 月 10 日(土) I 第 2 盛岡ピル西館
9:20-17:20 I 8 階第 1 会議室

小田哲久|大学経営工学科における初等 Prolog 教
(愛工大育の試み

小谷重徳|
*田中吉弘|ある平準化計画問題
(トヨタ自動車) I 

一*一語 ーー;低一一郎---1

(トヨタ自動車) I ト}クンパッシングリングの送信待ち時

Wl|嘉(名城大)1 聞につL て

竹鳥貴幸

*式名高屋義道量 l 座席予約ンステムの席番決定方法
(名鉄コンピュータ)

本多波雄|特別講演:計算の複雑さ
(豊橋技科大) I 

59年 6 月 16 日(土) I 中部品質管理協会
支部講演会 (5:0Ò:""17 :ÒO-- 会議室

Keith William 
Hipel 
(Waterloo 大学)

Advances In Conflict Analysis 
With Application To The Cuban 
MissiIe Crisis 
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会
一
演講例定

研究会

7 月 28 日(土)
13:30-15:30 

1/ 

(空菱電機品名量) I CO2 レーザーの原理と応用

522 (52) オベレーションズ・リサーチ
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9 月 29 日(土) H 中国大友学 一 (1)中心極限定理の収束の速さについて
13: 30-15: 30 (中京 ) (2)オーストラリア留学記

圃唱...・ a也司・ ・ーー・・・..........圃 a・・・.... ー・ー....・..・.------------

10月 20 日(土) 愛知県7中04小会企業セ 石川親塾 男 偏差値による大学のランク付けの実態に
13: 30-15: 30 ンター (河合 ) ついて

ー-ーーー.... ー- ・- ・守守合骨骨晶・ー
...ー ...・・・._--ー・ 4砕晶 a

59年10月 28 日(日) 駿沼津海荘保養所 号東雲機械勝手 IFAの中での人間17:00-19:00 
研究会

11 月 17 日(土) 会中議部品室質管理協会 (2古室工業大壁) I システム思考と問題解決13: 30-15: 30 
ー-ーー..ー・晶...晶.一・・...晶明..・..晶晶 ..晶・......-..・ー一・ー・ー・_.-- ー

12月 22 日(土) " 円中富電弘ず |海外総合調査団に参加して13: 30-15: 30 
'晶晶晶 a

大 I 60年 1 月 26 日(土) 名城大学
13:30-

I 59年 10月 29 日(月) I 東芝機械脚
工場見学会| 9:30~12:oo |沼津製作所

予言印の研究会は名城大学理工学部(理工談話会)と共催

なお，その他として，

小笠原 暁 1(芦屋大学) 地方行政における意思決定支援システム

(1) 刊行物:支部ニュース( 9 回)，支部研究発表会アブストラクトを発行した.

(2) 懇親会 4 回実施

(2) 昭和四年度決算報告

1. 貸借対照表 昭和60年 2 月 28 日現在

貸 方|借方

科目|
現金|

預貯金|

合計 l
2. 収支計算書

金額|科目|金額
|前期繰越金 \3 ， 478

343 I 当期運営残高|ム 13 ， 135

m| 合計 343

自昭和59年 3 月 1 日

至昭和60年 2 月 28 日

F十 日 |予算|決算| 備 五dチ

(収入の部)

本部交付金 505, 000 505, 000 

参加費

資料等頒布収入

講演会交付金 27 , 200 

預貯金収入 4, 339 

雑収入 |内訳
(1) 合 計 1 505，州日開91
(支出の部)

会議費 40, 000 総会，幹事会

講演会費 30, 000 49, 5001 " 会場費，謝礼

研究会費 。 。

" 
通信費 200 , 000 176, 580 郵送料

交通費 20, 000 41 , 370 講演者突通費

1985 年 8 月号

事務費 |肌0吋 145 ， 2241Q語干結託料，

印刷費 1 60，叫 l町001堅持雪ト切手表
雑費

予備費 I 8, 4781 0 

(2) 合計 I 518 ， 478 1 5帆 6741

(3)竺時一些ワ:竺|ー竺己(1)-(2) 一
巳司問苧全一|ょ3ィ豆竺ヤl 一一一
倣期繰越金 01 343ド3)+仏)

(3) 昭和BD年度事業計画

支部総会

運営委員会

幹事会

支部研究発表会

事例研究発表会

OR学会定例講演会

講演会

研究会

見学会

(今年度は三軍「県方面を予定)

l 回

2 -3 回

数回

|司

i司

悶

1 - 2 回

数回

\-2 回

懇親会 数回

支部ニュースの刊行 12 凹

(53) 523 
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(5) 支部役員(4)昭和80年度収支予算

支部長 復本久徳 中部電力紛

副支部長 小和田 正 名古屋工業大学

運営委員 安達公 名古屋工業大学

岩田 怜 脚名鉄コンピュータ・サ
ーピス

上回恭嗣 三菱自動車工業紛

沢木勝茂 南山大学

田中庸平 中部電力紛

辻 紘良 紛豊田中央研研究所

中川軍夫 名城大学

日比野康文 愛知学院大学

監 事 飯原慶雄 南山大学

吉野玄ー 日本電信電話公社

幹 事 岡本金義 中部品質管理協会

水野秀昭 中部電力側

船戸 清 名古屋市水道局

沢木勝茂 南山大学

岸 善徳 名古屋大学

顧 問 小野勝次 名古屋大学

先務動名氏役
昭和60年 3 月 1 日

昭和61年 2 月 28 日

自
至
「

1
9

� 
日

40, 000 

40, 000 

150,000 

190, 000 

110,000 

30, 000 

1, 343 

561 , 343 

343 

529, 000 

28,000 

4,000 

額

561 , 343 

金

(支出の部)

会議費

講演会費

事務費

通信費

印刷費

旅費交通費

予備費

(収入の部)

前期繰越金

本部交付金

講演会交付金

利息

計

計

日

メ斗
日

科

マレーシア国への投資コンサルティング

マレーシアは GNPナンバー 1 の国です。ただしここ
での G はも緑かの国家生産量の意味です。日本の 9 割の面

積に対して人口は 1 割強です。

輸出は石油、丸太、ゴム、パーム油、すず等の一次産
品の他に半導体エレクトロニクス部品等が全輸出の15%
を占めるようになりました。

マレーシアはコンビュータ関連、教育医療関連、金属
加工関連の日本企業の投資を歓迎するでしょう。また美
しい研修保養センターもいかがで、しょう。当社はマレー

シアのコンサルテイング会社と協力しています。

株式会社 ソフトネット
東京都国立市東 3ー 7-17 TEL 0425-77-15 干186
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